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富
士
の
あ
る
ま
ち

世
界
文
化
遺
産
登
録
へ

平
成
19
年
１
月
、「
富
士
山
」
は
日
本
の
世
界
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
へ
推
薦
す
る
候
補
を
記

し
た
「
暫
定
リ
ス
ト
」
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
富
士
山
が
雄
大
さ
、
気
高
さ
、
美
し

さ
な
ど
を
基
盤
と
し
、
信
仰
や
芸
術
を
生
み
だ
し
た
山
と
し
て
、
世
界
に
ふ
た
つ
と
な
い
価
値

を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
富
士
山
の
価
値
を
構
成
す
る
小
山
町
の
資
産
を
紹
介
し
ま
す
。

冨
士
浅
間
神
社

木
花
開
耶
姫

　

富
士
山
の
神
様
「
木こ
の

花は
な

開さ
く

耶や

姫ひ
め

」
を
祭
神
と

し
て
い
ま
す
。
須
走
口
登
山
道
の
基
点
と
な
る

神
社
で
、
富
士
講
信
者
が
多
く
立
ち
寄
り
、
33

回
を
区
切
り
と
す
る
登
拝
回
数
な
ど
の
記
念
碑

が
約
80
基
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
永
の
噴
火

　

宝
永
の
噴
火
（
１
７
０
７
年
）
で
は
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、再
建
さ
れ（
１
７
１
８

年
）
修
理
を
重
ね
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
宝
永
の
噴
火
で
須
走
村
に
は
約
３
ｍ

以
上
の
火
山
灰
が
蓄
積
し
、
未
曾
有
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
（
関
東
郡
代
の

伊
奈
半
左
衛
門
忠
順
）
の
援
助
も
あ
り
須
山
口

や
大
宮
・
村
山
口
よ
り
も
早
い
復
興
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

富
士
講

　

江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
、
江
戸
を
中
心
に

「
富
士
講
」
が
隆
盛
す
る
と
、
須
走
村
に
は
江

戸
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
か
ら
道
者
が
訪
れ
ま

し
た
。
富
士
講
で
は
登
拝
の
回
数
を
重
ね
た
人

ほ
ど
尊
敬
を
受
け
、
境
内
に
は
そ
の
回
数
な
ど

を
記
録
し
た
多
く
の
講
の
石
碑
が
残
っ
て
い
ま

す
。

西
暦
八
〇
七
年  

社
殿
造
営

　

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
に
は
、
御
鎮
座

１
２
０
０
年
式
年
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
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た
。
そ
の
後
、
社
殿
の
享
保
年
間
の
部
材
を
そ

の
ま
ま
活
用
し
た
修
復
工
事
が
施
工
さ
れ
、
現

在
は
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

須
走
口
登
山
道

　

須
走
口
登
山
道
は
冨
士
浅
間
神
社
を
基
点

に
、現
在
の
四
合
目
付
近
の「
御
室
浅
間
神
社
」、

五
合
目
の
「
古
御
岳
神
社
」
を
経
て
、
八
合
目

で
吉
田
口
と
合
流
し
、
山
頂
の
久
須
志
岳
に
至

り
ま
す
。
六
合
目
か
ら
は
、
浅
間
銘
を
有
す
る

最
古
の
懸
仏
が
出
土
し
て
、
室
町
時
代
初
期
に

は
登
山
道
が
開
け
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま

す
。
登
山
道
で
の
役
銭
や
山
頂
部
の
噴
火
口
で

あ
る
内
院
へ
の
賽
銭
の
一
部
は
、
冨
士
浅
間
神

社
や
須
走
村
が
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
は
「
ふ
じ
あ
ざ
み
ラ
イ
ン
」
を
利
用
し

て
、
標
高
約
２
０
０
０
ｍ
の
須
走
口
五
合
目
ま

で
車
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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富
士
の
あ
る
ま
ち

日
本
の
て
っ
ぺ
ん
に
登
る

昨
今
の
登
山
ブ
ー
ム
で
、
富
士
登
山
客
も
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
富
士
山
の
登
山
道
は
５
つ
あ
り
、
小
山
町
は
標
高

２
０
０
０
ｍ
の
須
走
口
を
構
え
て
い
ま
す
。

須
走
ル
ー
ト
は
森
林
限
界
が
高
く
、
珍
し
い
高
山
植
物
が

楽
し
め
ま
す
。
五
合
目
以
上
は
、
国
立
公
園
の
「
特
別
保

護
区
」「
特
別
名
勝
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
須
走
登
山
道

　

富
士
山
に
あ
る
５
つ
の
登
山
道
で
、
最
も
緑

豊
か
な
の
が
須
走
登
山
道
。
須
走
口
五
合
目
か

ら
歩
き
出
す
と
す
ぐ
「
古
御
岳
神
社
」
が
あ
り

ま
す
。
古
御
岳
神
社
の
祭
神
は
、
大お

お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

山
祗
命

で
、
木こ

の

花は
な

開さ
く

耶や

姫ひ
め

の
父
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
２
７
０
０
ｍ
ま
で
の
樹
林
帯
は
、
オ
ン

冨
士
浅
間
神
社
で
山
開
き

　

須
走
登
山
道
の
基
点
は
冨
士
浅
間
神
社
。
毎
年

７
月
１
日
に
は
、
富
士
山
開
山
式
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
す
。
須
走
本
通
り
は
、地
元
須
走
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
旅
館
組
合
な
ど
の
パ
レ
ー
ド

で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

須
走
地
区
は
標
高
約
８
０
０
ｍ
の
高
地
に
あ

り
、
相
模
、
駿
河
、
甲
斐
三
国
の
中
継
地
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。
富
士
登
山
の
玄
関
口
と
し
て
、
旅

館
や
民
宿
な
ど
が
多
数
あ
り
ま
す
。

日本のてっぺん、富士山頂に並ぶ山小屋。
７月～８月の富士登山シーズンは混雑します

富士登山道で見られる道しるべ。富士山の
景観をそこなわないように統一されています。
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タ
デ
や
イ
ワ
ツ
メ
ク
サ
な
ど
の
植
物
に
恵
ま
れ

て
傾
斜
も
緩
や
か
で
す
。

　

ま
た
、
須
走
登
山
道
は
、
富
士
山
の
東
側
を

登
る
た
め
、
ど
こ
か
ら
で
も
壮
大
な
御
来
光
を

拝
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
天
皇
が
摂
政
宮
当
時
（
大
正
12
年
）、

ま
た
皇
太
子
殿
下
が
裕
宮
殿
下
当
時
（
昭
和
63

年
）
に
、
須
走
口
か
ら
富
士
登
山
さ
れ
て
い
ま

す
。ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
砂
走
り

　

須
走
下
山
道
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な「
砂
走
り
」

が
楽
し
め
ま
す
。
砂
走
り
は
、
七
合
目
の
下
か

ら
砂
払
い
五
合
目
ま
で
約
３
㎞
を
、
ほ
と
ん
ど

ま
っ
す
ぐ
に
下
る
豪
快
な
下
山
道
で
す
。

　

砂
走
り
は
砂
れ
き
の
積
も
っ
た
急
斜
面
で
、

一
歩
で
２
ｍ
ほ
ど
下
れ
ま
す
。

８月の富士山須走登山道。毎年多くの登山客が須走口から
「日本のてっぺん」を目指します

砂走りを一気に駆け下りる


